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・昇給試験案内来ている為、各自確認して申し込みを行ってください。
・退院支援委員会会議録を作成する際、担当退院支援相談員の名前は松沢で作成するように周知お願いします。
・人事考課目標設定：5/15まで（SGMへメールで提出）

・第1回法人研修　レポート提出：5/15まで
・WIZメール、フォルダ内のデータ削除：5/15まで
＜患者様連絡事項＞
・沖田　千賀様～昨日娘様から架電あり、本人より腰痛がひどく整形受診し注射を打ちたいと希望されていたとのお話しがあります。娘様より受診させても良いかと確認あり、主治医確認後こちらからご連絡する事としています。
・鈴木　流依様～昨日母様来院時に入院費の請求額について不満の訴えが聞かれています。医事課で対応していますが、母様納得せず、再度本日対応する形となっています。
・春山　明子様～昨日娘様より洗濯物が少ないため、今後は衣類をスタッフ管理にして欲しいと希望があります。入浴日に1日分をご本人へ都度お渡しし、洗濯物をスタッフで回収する予定としています。

・大久保　恵様～本人希望で、朝ヨーグルト→牛乳へ変更となっています。
・川原　サエ子様～入院時より体重が18kg減少している事から朝の牛乳をメイバランスへ変更するのはどうかと栄養課より提案がありました。BMI：20.8となっている為、変更せず様子を見る事としています。
・船場　幸子様～五福 種市Nsより今後の方向性について関係者で会議を行うとの情報があります。5/17　15:00（場所未定）参加者は青風荘：坂本氏、計画相談：森氏、病棟看護師、PSW、訪看となっています。
・妻神　広美様～本日主治医面談実施予定となっています。
＜ベッドコントロール＞
・船場　幸子様～本日東病棟から転入となっています。詳細はサマリー参照してください。
・中居　啓悦様～5/9転出予定となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～昨日他室侵入や介入への拒否、攻撃性や粗暴性がありました。服薬も拒否あり、日直医へ報告し文字オーダ：服薬出来ない際はスキップ可の指示を受けています。本日は朝食自力摂取、昼食は介助に対し手を払いのける動作あり不食です。服薬は拒否なく行っています。引き続き精神状態の観察と食事摂取を促すと共に、レストランへ誘導時に南病棟Aユニットへ向かう事があったとの事で、病棟への配膳を継続していきましょう。
・小笠原　大雄様～入院形態への不満や退院要求はなく経過しています。本日も青森県立精神保健福祉センターへ架電し繋がった事を話されています。口調は落ち着いており切迫した様子はありません。昼食は声掛けしますが眠気あり拒否され、不食となっています。精神状態の観察をしていきましょう。
・江渡　保子様～服薬拒否は続いており、日中は対話調で怒り口調での独語もあります。スタッフへも多弁に大声で話し掛けありますが、自ら切り上げは出来ています。他者トラブルはありませんが、精神状態の変動に注意していきましょう。
・清水目　忠男様～車椅子移乗後、ずり落ちそうになる事があります。朝食前に離床する際は見守りが出来る様に申し送り後に離床させて下さい。食事は自力で朝昼ともに摂取出来ています。
＜小栁Dr.患者様診察情報＞
・加藤　進様～診察時、体調について問われ、「大丈夫です。」「同じです。」と返答し、不調の訴えは無い。床屋に行った事を報告している。外出に関する訴え聞かれる場面がある。処方継続。
・西川　和恵様～診察時、主治医の問いに頷きで反応をしている。やや活気無い様子で

「話題がなかったから。」と話す様子あり。夜間眠れていないと繰り返
　し訴えている。日中は起きているようにと主治医より促されている。処方継続。
・春山　明子様～診察時、主治医より体調について問われ、「大丈夫です。」「夜も眠れてます。」と表情良く返答されている。部屋にも慣れたと話す。帰宅願望聞かれ、主治医にあと2ヶ月程は入院である事を伝えられると驚く様子がある。又、診察後に再度来詰され、自身の悪い所は？と主治医へ確認しており、「認知症」である事を説明されている。臨時薬は5/12～メマンチン塩酸塩OD錠5mg→10mg、ドネペジル塩酸塩OD錠3mg→5mgへそれぞれ増量となり、7日分処方。
・松川　順子様～本人より外出希望あり、担当スタッフと相談にて5/13(土)にスタッフ付き添いで予定している事を主治医へ報告し、外出に関しては了承あり。診察時、本人からも上記外出に関して主治医へ確認しており、了承得ている。自宅からのラジオ・イヤホンの持参に関しては主治医了承あり。不調の回数については減ったと話す。外出・買い物で気分転換してくるようにと促されている。又、入院形態について医療保護→任意への切り替えについても主治医より説明を受けている。本人としては任意に切り替えを行うと北病棟に異動させられるといった認識があった模様だが、本人が断れば西病棟のままで大丈夫である事を主治医より伝えられている。北病棟への移動は行わない事を条件として入院形態の切り替えについては本人
同意されている。処方継続。
・江渡　保子様～診察時、多弁さ・気分の高揚さ・多幸感が著明で話し始めると主治医の話を遮ってでも話す様子がある。主治医に対して「信頼しています。命を預けます。」等と話す一方で、服薬の話になると依然として拒否は続いており、徐々に易怒的となる様子も見られていた。又、退院先に関する話が出た際にも服薬の話の時と同様に易怒的となっている。主治医としても強固な拒薬が続いており、現時点では内服に至る可能性は極めて低く、今後説得を続けても難しいだろうとの見解であり、注射を含めた非自発的な治療を要しており、選択肢として御家族の同意を得たい為、医療保護入院への切り替えを検討する為にも娘様へ架電していくとの事。臨時薬に関しては本日夕分から中止の指示あり。
・小笠原　大雄様～診察に入って早々、午前中に精神保健福祉センターへ架電していた事で疲弊し、昼食時間に眠っており、30分ほどズレて起きたら昼食が抜きとなり、空腹で体調が悪く、得体の知れない不安に襲われていると話している。スタッフと相談にて買い物時間に菓子類を買い、空腹を満たす事とした。病棟の生活で時間を守る必要があるのがきついとも話している。精神保健福祉センターへのTELでは退院請求を行うようにと説明を受けたが、2、3時間程連絡をしていた　為、上記の説明もあって一時中断したとの事。不穏時薬をリスパダール内用液（1）1P→シクレスト舌下（5）1Tへ変更となり、5回分処方。臨時薬はインヴェガ3mg→6mgへ増量、他同内容でそれぞれ７日分ずつ処方。
＜菅野Dr.患者様診察情報＞
・中居　松男様～診察時、主治医の問いに頷きで返答されている。不調の訴え無く対面時も落ち着いている。処方継続。
・續石　啓介様～診察時、主治医の問いには穏やかに返答されている。食事・睡眠も摂れており排便もあるとの事。定期処方継続。ボラザG軟膏同内容で7日分処方。
・田村　真紀子様～診察時、不調の訴えや気分の高揚さ、他者トラブル無く過ごせていると話されている。定期処方継続。
・播摩　克子様～診察時、皮膚状態は改善傾向である事、夜間も眠れており、食事も摂取出来ている事を話されている。臨時薬同内容で7日分処方。
・中居　敬悦様～診察時、外出希望あり、本人より弟様付き添い可であるとの話があり、主治医としては弟様付き添いであれば許可すると話されている。又、食事について昼・夕食を大盛りに変更してほしいと希望あり、本日夕～変更となっている。明日東病棟へ転出予定。定期処方継続。
・船場　幸子様～本日東病棟より転入となった事、独語・放歌はあるが、トラブル無く経過している事を情報提供している。種市SGMより青風荘の在籍期間が6月中旬迄となっており、再入所か、退所かの判断をする為に5/17　15：00～　青風荘管理者のサカモト氏、青明舎のモリ氏、西舘PSW、種市SGM、病棟看護スタッフ1名でカンファレンス実施予定。本人退所の方向となる場合には他患者様の入所を進めていく予定との事で主治医にも情報提供し、他患者様の入所を進める方向で良いとの返答を頂いている。診察時、食事は以前より摂れており、便も毎日出ていると返答されている。私物に関しての話をし始めると徐々に訴えが頻回となる様子見られ、診察終了後にも同様の訴えを他スタッフに繰り返している状態であった。臨時薬はレキサルティOD錠2mgが終了、リスパダールOD錠1mgが追加、5/17の臨時薬からはリスパダールOD錠6mgへ増量とし、他同内容で7日分処方。
＜金Dr.患者様退院支援委員会会議＞
・川原　サエ子様～退院先は施設となっています。介護認定調査の再調査の依頼中です。
・飯岡　未来様～退院先は施設となっています。叔父様が遠方にいることから直接的な介入は難しく、後見人制度の利用も検討しています。
・鳴瀬　裕之様～退院先は施設となっています。本人の視力は著しく低下しており、環境変化への適応も難しい状態です。
・沼田　ゆき子様～転院先としてみちのく記念病院を検討しており、診療情報提供書の作成を主治医へ依頼中です。
・中村　聡様～退院先は施設となっています。家族は関わりを拒否され保佐人が対応しています。昼夜逆転した生活、不安定な睡眠の訂正が必要です。
・佐々木　章洋様～退院先は主治医より現実検討能力がないことから自宅は無理であると話しがあり、施設予定となります。
